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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

トラクタ搭載型放射能測定ロボット(KURAMA-X)での測定は、農地土壌の放射性 Cs 水平分布

を歩行型 KURAMA-m と同様に可視化できることが示された。また、耕うん作業に併せて測定

作業を行えることを実証した。 

                                                                                                                           

（１） トラクタ搭載型 KURAMA-X を搭載したトラクタを使用し、耕うん作業に併せて時速 4.6km

で走行し、1ha あたり 1.5 時間で測定を実施した（図 1）。 

（２） 土壌中 137Cs 濃度と KURAMA-X で測定した地表面の汚染密度指数との間に相関関係(R2 = 

0.728, p < 0.001)が認められ、土壌中 137Cs 濃度の推定が可能であった（図 2）。 

（３） 同一ほ場における KURAMA-X と歩行型 KURAMA-m（参考文献 1）の 137Cs 濃度水平分布

を可視化して比較したところ、KURAMA-m と同様に汚染分布を把握できることを確認し

た（図 3）。 

（４） KURAMA-X と KURAMA-m の 1ha あたりの測定作業時間は同等だが、KURAMA-X は耕う

ん作業と並行して行えるため、人が背負って歩行しながら測定する KURAMA-m よりも労

力を軽減し、広範囲を効率的に測定できる（表 1）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 農地の放射性セシウムの汚染状況を可視化し、局所的に高い場所の把握等に活用できる。 

（２） 保全管理時の耕うん作業に併せて測定を行うことで、広範囲を効率的に測定できる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） KURAMA-X の購入を検討する場合の問い合わせ先は日立造船（株）である。 

（２） 歩行型 KURAMA-m は参考文献(1)の KURAMAⅡと同様の測定ロボットである。  
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図 1 KURAMA-X 搭載型トラクタの耕うんと測定作業(左図)、検出器の内容(右図) 

図 3 KURAMA-X と m による土壌中 137Cs 濃度分布の

比較 

図 2 KURAMA-X による土壌中 137Cs 濃度の推定 

視化結果の比較 

表 1 トラクタ搭載型と歩行型の特徴比較 
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